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講演

シンポジウム

「劇場におけるアウトリーチ～ダンス・プログラムの可能性～」

「国内事例 DANCE BOX におけるダンスのアウトリーチ」

横　堀　ふ　み
（DANCE BOX プログラム・ディレクター）

ダンスボックスの前提
私たちは，1996年に大阪で活動を始めて2002年

にNPO法人化し，大阪のフェスティバルゲート
というアミューズメント施設が混在したビルの中
でArtTheater dBという初めて拠点劇場を設置し
ました。こちらは大阪市との公設置民営の中で運
営をしていたのですが，元々は10年プランで作ら
れたものでした。しかし，５年目にして大阪市の
方から予算がなくなったために場所は廃止と宣告
され，そこから１年強は多目的室のような場所で
活動を継続しながら，2009年に神戸市の方から今
の劇場ArtTheater dB神戸のスペースに招致して
いただいて，今の運営をしているという前提があ
ります。

ダンスボックスは，次の三つの要素を絡ませな
がらプログラムを作っています。一つ目は主にコ
ンテンポラリーダンスを取り扱っているというこ
と。二つ目に劇場が拠点であること。三つ目に新
長田に位置しているということです。

ダンスボックスは1996年に始動し，コンテンポ
ラリーダンスの携わるアーティストが自分たちの
表現の場を獲得するために生まれた団体です。ダ
ンスボックスの成立の目的はダンスの創造環境の
整備，集合体として大きな力を持つことが第一に
あります。新長田にて劇場を拠点とした以下の三
つを運営スペースとしています。

客席数約100席の劇場ArtTheater dB神戸，地
元のダンスグループが貸スタジオとして運営する
スタジオDB神戸，海外や県外等から来たアーティ
ストが滞在制作するためのゲストハウスことぶき
荘の三つです。

新長田は，阪神淡路大震災によってコミュニ
ティの在り方が崩壊し，現在復興途中にあるとい
う場所です。更にお年寄りの方が多く，在日韓国
人・朝鮮人・ベトナム人・中国人・フィリピン人
などアジアを中心とした外国籍の方も多く，また，
奄美諸島や沖縄からの移住者コミュニティもあり
ます。

ダンスボックスは上記三つの要素を絡ませなが
ら，創る現場・交換する現場・見せる現場が循環
する場となり，集う場となることを目指しプログ
ラムを作っています。

アーティストが常に滞在し，彼等の創作現場か
つ地域の様々なコミュニティと共同する現場を目
指しています。

ダンスボックスの事例
プログラムは三つの柱を持っており，一つは

アーティストの活動と共同，育成，支援するプロ
グラム。二つ目に国際交流プログラム，三つ目に
地元のコミュニティと共同するプログラムです。
一つ目のプログラムは主に国内ダンス留学＠神戸
とコンテンポラリーダンス＠西日本版を柱として
います。国内ダンス留学＠神戸は2012年に設置し
ました。プロフェッショナルなダンスアーティス
ト及び舞台芸術制作者として独立した活動を展開
出来ること，次代のダンスシーンを牽引すること
ができ，さらに国内外の劇場やフェスティバルで
幅広く活動することができる人材の育成を目的と
しています。こちらは８ヶ月のプログラムで，専
門性の高いカリキュラムを成立させるために国内
外の第一線で活動しているアーティストや批評家，
研究者，制作者を講師として迎えています。

現在は振付家コースとダンサーコース，制作者
コースの三つのコースがあり，最終段階として参
加者による作品制作と発表の場を設けています。
最初は，振付家コースの参加者が，ダンサーコー
スの参加者を選び一緒に作品を創ります。作品の
ステップ・アップとして優秀作品の選出をし，20
分作品を60分のフルレングスに再創作した上で再
演の機会を提供しています。

きちんとフルレングスの作品を作成できる力を
身に付けることや，自らで考え発想し，それを伝
える力を養うこと，セルフプロデュースが出来る
人材の育成を視野に入れて制作者コースも設けて
います。

新長田の住民の方々には若い子を応援しようと
いう気運があり，創る場と生活の場が密接に重な
り合っています。参加者にとって様々な出会いが
あり，劇場で展開される他の様々なプログラムを
自ら体験することで，自ら環境を作っていく時の
手段について観察できる点は実践を伴ったプログ
ラムといえます。

国際交流プログラムは，「ダンスボックス・レ
ジデント・プログラム」と「神戸‐アジア コン
テンポラリーダンス・フェスティバル」の二つを
展開しています。レジデント・プログラムでは，
震災で被災された方々へのインタビューを通して，
震災の記憶がどのようにこの街に残っているのか
ということをリサーチ作品として製作し，ダンス
ボックス近くの昔使われた小学校を舞台にインス
タレーションを行ったアーティストがいます。
「神戸‐アジア コンテンポラリーダンス・フェ
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スティバル#2」では，新長田という文脈，そし
て関西のコンテンポラリーダンス・シーンという
文脈に深く関わった作品やプロジェクトを紹介す
るということ，また他者との共同作業を通じて
創作された作品を紹介するということ，ダンス
とは？という問いかけを，常に応答し往診し続
けている作家の作品を紹介すること，この三つ
にフォーカスを当てました。「神戸 ‐ アジア コ
ンテンポラリーダンス・フェスティバル#3」で
は，新たな試みとしてアーティストをプログラム・
ディレクターとして招き，ダンスだけでなく，他
ジャンルのアーティストが共同して新たな組み合
わせが生まれていく育みの場ということも大事に
しています。

国際交流事業において，創作資源は地域の文脈
であり，アーティストと我々の活動が地域の様々
なコミュニティや人々を緩やかに繋げる可能性を
もち，地域の異なる側面を可視化させているとい
うことも実感としてあります。

次に新長田のコミュニティと共同するプログラ
ム。こちらも主に五つのプログラムを同時進行さ
せています。「新長田のダンス事情」事業，「みん
なのフェスティバル」，ミニ冊子「長田ルンバ」
の発行，「踊るまち新長田構想」，「コミュニケー
ション教育事業」でアーティストを学校に派遣す
るというプログラム等を行っています。「新長田
のダンス事情」事業は，新長田で踊る人に会いに
いくということをコンセプトにしていて，我々が
拠点を移した時にまずダンスを通して街を知ろう
と始めました。実際の基礎訓練や稽古場の見学や
発表会にお邪魔をしてリサーチを深めています。

更に現在はリサーチだけでなく出会いの場とし
ても展開させ始め，新長田で踊る人とコンテンポ
ラリーダンスの振付家や演出家，現代美術家が実
際に会って，協働しながらの作品創りを試みてい
ます。新長田には本当に沢山の踊る人がいるので
すが，それぞれ独自に活動されています。我々の
役割としてコミュニティとコミュニティを出会わ
せるということも可能なのではないかと思ってい
ます。

次に「みんなのダンスフェスティバル」です。
こちらはホワイトボードにスタッフが思い思いに
メモを書き，そこからプログラムを立ち上げてい
ます。「全ては連帯していなくてもいいしてもいい，
一人であることを確認する場」，「知らないことと
出会う，自分の領域を広げる」といったキーワー
ドを集め，子どもたちが映画を作るプログラムの
発案や地域のお父さん的存在の方々による勉強会
の開催に繋がりました。

次に「長田ルンバ」です。これはダンスボック
スが出しているミニ冊子ですが，地元住人の方に
インタビューをした対談記事などを掲載していま
す。「踊るまち新長田構想」では，長田区と共同
して新長田発のエクササイズを作ろうとしていま
す。住民の普段の運動等の実践について簡単なア
ンケートを取りながら，新長田の町の方々の動き
から振りを創っていけたら面白いのではないかと
考えています。次に文部科学省の「児童生徒のコ

ミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体
験」では，アーティストを学校へ派遣しダンスの
ワークショップを行っています。2012年は５校の
小学校へ行きました。

ダンスワークショップに参加した子どもたちが，
その後映画を作るプログラムに参加するなど，新
しい繋がりも生まれてきています。このように，
教育現場であったり地元の障がい者の作業場に定
期的に出向き，ワークショップを行ったりしてい
ます。様々な領域を繋げるということもダンス
ボックスの大切な役割であろうと思っています。

ダンスボックスを通した今後の展開
今後の課題の一つとしては，紹介したプログラ

ムを運営・展開していくための人材育成について，
人材育成については非常に時間がかかると思って
います。

最後に，劇場が起点であること，劇場とはどの
ような場所であるのかを，プログラムを通して我々
が得ている実感というものは，まず＜アーティス
トにとっての劇場＞では，安定した創作現場実践
の場を提供する，そこにあると考えています。

いろんな場所に行って，上演して，作品を創っ
て，また帰って来れる場所。我々の大事な仕事だ
と思っているのはアーティストのための仕事を作
り，帰って来られる場所になることです。

また，＜観客にとっての劇場＞では，肩書きや
役割を離れて一人になれる場所，そして新たに出
会い対話を重ねることのできる場所です。

最後に＜地域にとっての劇場＞です。様々なヒ
エラルキーから離れた風通しの良い場所であり，
様々なツール・思想・信条をもつ人々，コミュニ
ティが混在できる場所であると考えています。ダ
ンスボックスは避難施設としても指定されていま
して，地元の震災時に防災の第一線で活躍してい
た方々から防災について勉強し我々がどういった
体制でいるべきであるのか，今進めているところ
です。

本当に劇場が原っぱのような場所になれば，と
いう風に思いながら，プログラムを私たちが作っ
て生まれていくというよりも，もしかしたらもっ
と色々な人が関わりながら勝手にプログラムが生
まれて育まれていくような場所になれば面白いの
ではないかと思います。

パネルディスカッションの風景
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